






























にすぎなかったが、その問、驚くべきことに、 23~25 日の 3 日間の法廷弁論と、 30ないし32回の講演
をこなしている。今年度の調査では、台南市にある長栄大学応用日語学系助理教授の江旭本氏の助力
をえて、現在の彰化県二林区を訪れ、事件関係資料が展示されている同地区の小学校敷地内の資料館、
布施が演説を行った仁和宮、台湾人指導者の李医師宅跡をめぐり、さらに当地の郷土史家である貌金
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械氏の案内で、李氏の子孫に当たる李子麟氏(医師)とも面談した。その他、嘉義市において布施が
演説を行った公会堂を経て、岡市郊外の旧林本源製糖工場跡地・台湾総督府木材工場跡なども巡見し
た。布施が訪れたすべての土地を網羅的にたどる作業は、今後の課題とせざるをえないが、その一端
とはいえ、台湾中部における布施の足取りを(日本人としておそらく初めて)、克明にたどることがで
き、また二林で李氏の末商と意見交換できたのは、貴重な成果であった。なお、布施の渡台について
は、『台湾民報』が随時報じているため、台北の台湾国家図書館などにおいて、同紙記事の検索作業な
ども実施した。
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